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小角中性子散乱によるビス4級アンモニウム塩の水溶液中における会合体構造に関する研究
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【序】界面活性分子のミセル溶液における会合体構造と分子構造の相関についてはIsm血 yiliがパッキン

グパラメータを用いてそのモデルを提唱している【1,2]｡しかし､その実験的検証はまだ十分とはいえない｡

近年 2つの界面活性分子の極 性基間をメチレン鎖等を用いてつないだダイマー型の界面活性分子

(dimd cstdactants)p-5]が注目を集め､なかでもビス4扱アンモニウム塩(Fig.1)の気液界面における特殊な挙動

が,実験的t4,5】･理論的lqに研究されてきた｡この界面活性分子 + +

は極性基間距離を変えることによりパッキングパラメータや自発 Br~(CH31)2甲-(α 2)nsで (CH3)2Br~

警警 芳志宣誓孟貫き,tb,''誓 孟蒜ヒ笠と至芸孟:/;品墓誌芸蒜 cRH2R.1 CRH2R.1

迫とその会合体構造の相関をより詳細に瑞浪するためには､一層 Fig･lDSstdactant(R=10･ns=2-12)
の研究が必要であると考えられる｡

界面活性分子の構造と会合体の形態との相関の解明はこ

会合体の形態制御等重要な開題解決のための基礎となる

と考えられる｡今回､我々は種々の長さのスペーサーを

持つビス4敏アンモニウム塩のミセル会合体構造に着目

し､その会合体構造をsANSを用いて解析したので報告

する｡

【実数】化合物の合成は以前報告した方法【7】と同様の方

法で行なった｡政界ミセル濃度(cmc)は電気伝導度法を用

いて求めた｡小角中性子散乱(SANS)の実験はWTNKを使

用し,高エネルギー加速器研究機構のパルス中性子(入=1

～I缶)を用いた｡測定は賓温で行ない,測定値はlmmpa山
のセルを用いた水の測定値から絶対散乱強度に標準化 し

た｡

【解析】中性子散乱強度は次のように表現される｡

望軋 もP(Q)S.(Q)dgJ

ここでP(Q)は粒子形状因子､St(Q)は粒子間構造因子,

Ioはゼロ散乱強度を示す｡
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解析においては単分散状態を仮定し､pmlal¢､oblateモ

デルを用いたが､より実験値にあうprolateモデルを適用し

た｡P(Q)のモデルをFig.2に示す｡このモデルは触 ら[8]

が行なったモノマ-塾界面活性分子ミセルの SANS解析

を基にしている｡S'(Q)は剛体球モデル【9,10】を用いた｡

【結果と考窮】

(1)ミセル会合体構造におよばすスペーサー長の効果

sANSの実験値と計算値のプロファイルはFig.3に示し,

用いたパラメ･一夕はTablelにまとめた｡

スペーサー長が短く(n=･2,3)､パッキングパラメータが

1に近いものでは､比奴的低濃度から棒状のミセルが形成

されている【71｡また,スペーサー長を長くして行くとミセ

ルの形状は球状に形態が変化する｡この場合､ (a+l)/0+I)

の値はtiiま1に等しく､パッキングパラメータから予想さ

れる結果と矛盾しない｡

また会合数に着目すると､会合数が小さいときスペーサ

-長が長くなると会合数が減少していくが,スペーサー長

n≡8以上では会合数が増加 していく傾向が見られる

肝il.4)｡

(2)ミセル成長におよぼすスペーサーの効呆

Tablclより､濃度増加にともなってミセルは明かに成長

している｡この系のミセル成長にla血 mo血1【111を仮定し

た結果をFig.5に示す｡縦軸はミセル成長のしやすさに対

応している｡スペーサー長n=2でもっともミセル成長が

しやすく､スペーサー長n=8付近でもっともミセルが成

長しにくくなっていることがわかる｡

スペーサー長の増大

は初めミセル形成に対

して不利に働いている p

那,ある一定の長さ(n=

10)を越えると逆にミセ

ル形成に有利に働いて

いると考えられる｡これ

はスペーサー部分にお 20

変化が起 こってnるこ
20y

とを強く示唆するもの lAl
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